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「
濱
田
義
文
の
思
想
形
成
と
展
開
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
で
、

委
員
会
か
ら
私
に
与
え
ら
れ
た
課
題
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
濱
田
先
生
は
『
若
き
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
に
集
約
さ
れ
る
カ
ン
ト

批
判
期
前
に
関
す
る
研
究
か
ら
出
発
さ
れ
、
晩
年
に
は
カ
ン
ト
の

『
人
間
学
』
へ
と
関
心
を
移
さ
れ
た
。
そ
の
研
究
の
展
開
の
過
程
を

発
展
史
的
視
点
か
ら
考
察
し
て
く
だ
さ
い
」
と
。
し
た
が
っ
て
本
稿

は
『
若
き
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
（
勁
草
書
房
、
一
九
六
七
年
）
に
み

る
研
究
と
思
想
か
ら
始
め
る
の
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
ま
ず
濱
田

先
生
の
研
究
と
思
想
お
よ
び
そ
の
形
成
と
展
開
を
見
る
う
え
で
前
提

と
な
る
よ
う
な
時
代
の
こ
と
に
も
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
か
ら
始
め
る

濱
田
義
文
先
生
追
悼
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
発
表

濱
田
義
文
の
思
想
形
成
と
展
開

は
じ
め
に

こ
と
に
す
る
。

と
こ
ろ
で
、
他
の
提
題
者
の
皆
さ
ん
が
濱
田
先
生
の
哲
学
研
究
を
、

日
本
の
カ
ン
ト
研
究
、
カ
ン
ト
倫
理
学
、
イ
ギ
リ
ス
経
験
論
、
和
辻

哲
郎
と
の
関
係
で
取
り
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
テ

ー
マ
に
つ
い
て
は
他
の
皆
さ
ん
と
重
複
す
る
点
も
あ
る
と
思
わ
れ
る

が
、
本
発
表
は
濱
田
先
生
の
ご
研
究
が
カ
ン
ト
哲
学
研
究
を
中
心
に

時
間
軸
に
沿
っ
て
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
の
か
、
と
い
う
点
を
主
に

し
て
整
理
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
濱
田
先
生
の
思
想
と
い
う

点
で
は
、
濱
田
先
生
に
と
っ
て
は
ご
研
究
が
人
生
の
多
く
の
部
分
を

占
め
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
ご
研
究
の
展
開
に

示
さ
れ
る
濱
田
先
生
の
ご
関
心
の
内
に
、
濱
田
先
生
の
思
想
の
端
々

を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

濱
田
先
生
の
ご
研
究
の
エ
ポ
ッ
ク
と
な
る
の
は
、
や
は
り
三
つ
の

菅
沢
龍
文
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カ
ン
ト
研
究
書
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
第
一
に
先
に
触
れ
た
『
若
き

カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
で
あ
り
、
第
二
に
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立

ｌ
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
お
よ
び
ル
ソ
ー
と
の
関
係
Ｉ
』
（
勁
草

書
房
、
一
九
八
一
年
）
で
あ
り
、
第
三
に
『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
（
法

政
大
学
出
版
局
、
一
九
九
四
年
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
十
数
年
の
間

を
置
い
て
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
間
に
蓄
積
さ
れ
た
ご

研
究
を
踏
ま
え
た
研
究
書
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
回
は
、
こ
れ
ら
三
つ

の
著
作
を
主
な
手
引
き
と
し
て
濱
田
先
生
の
哲
学
研
究
の
遍
歴
を
見

る
こ
と
に
す
る
。

な
お
、
学
部
で
の
演
習
で
は
カ
ン
ト
の
テ
キ
ス
ト
以
外
に
ヘ
ー
ゲ

ル
の
『
法
哲
学
綱
要
』
や
ベ
イ
コ
ン
の
『
エ
ッ
セ
イ
ズ
』
の
原
典
講

読
を
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
社
会
思
想
や
人
間
論
に
関
す
る
他

の
思
想
家
た
ち
に
も
随
所
で
言
及
さ
れ
た
。
い
た
だ
い
た
表
題
の
「
思

想
形
成
と
展
開
」
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、
こ
う
し
た
濱
田
先
生
の

ご
関
心
全
般
を
取
り
上
げ
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
こ

れ
を
系
統
立
て
て
示
す
の
は
現
在
の
と
こ
ろ
は
難
し
い
し
、
幸
い
今

回
い
た
だ
い
た
課
題
も
そ
こ
ま
で
要
求
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
濱
田

先
生
の
カ
ン
ト
研
究
の
展
開
過
程
を
発
展
史
的
視
点
か
ら
考
察
す
る

こ
と
に
重
点
を
置
き
、
微
力
な
が
ら
も
濱
田
先
生
の
思
想
に
つ
い
て

も
考
察
を
加
え
る
こ
と
に
す
る
。

濱
田
先
生
は
一
九
四
七
年
に
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
政
治
学
科
を

い
っ
た
ん
卒
業
さ
れ
、
そ
の
後
同
大
学
文
学
部
哲
学
科
倫
理
学
専
攻

に
入
ら
れ
て
一
九
五
○
年
に
卒
業
さ
れ
た
。
こ
う
い
う
点
か
ら
み
る

と
濱
田
先
生
に
は
、
政
治
学
的
関
心
が
最
初
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。

も
っ
と
も
、
戦
時
中
に
濱
田
先
生
は
弟
御
の
義
道
氏
か
ら
、
兄
貴
は

倫
理
的
だ
が
自
分
は
宗
教
的
だ
、
と
言
わ
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
る

（
濱
田
義
道
『
生
命
あ
る
限
り
』
葦
書
房
、
一
九
七
七
年
、
「
編
者
あ

と
が
き
」
参
照
）
。
ま
た
、
戦
後
す
ぐ
に
手
元
に
見
つ
け
た
『
純
粋
理

性
批
判
』
を
読
ま
れ
た
と
い
う
濱
田
先
生
の
述
懐
が
あ
り
、
濱
田
先

生
を
は
じ
め
多
く
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
敗
戦
後
の
い
わ
ば
一
切
価

値
の
価
値
転
換
の
も
と
で
、
倫
理
学
や
哲
学
は
政
治
や
倫
理
を
は
じ

め
と
す
る
物
事
の
価
値
を
原
理
的
に
深
い
と
こ
ろ
か
ら
問
い
直
す
よ

す
が
と
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

濱
田
先
生
の
哲
学
的
ご
関
心
は
政
治
哲
学
や
倫
理
学
を
中
心
と
す

る
と
は
い
え
、
幅
広
い
も
の
で
あ
る
。
熊
本
時
代
の
一
九
六
二
年
に

は
雑
誌
『
理
想
』
に
「
真
理
の
客
観
性
に
つ
い
て
」
と
い
う
論
文
を

書
か
れ
た
。
こ
の
論
文
で
は
、
認
識
と
は
人
間
の
実
践
と
の
関
係
で

「
無
限
の
深
化
拡
大
の
過
程
」
で
あ
る
と
論
ぜ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
認
識

論
の
問
題
を
扱
っ
て
い
て
一
見
し
た
と
こ
ろ
濱
田
先
生
の
ご
関
心
か

ら
は
ず
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
論
文
で

九
六
○
年
代
を
中
心
に
（
『
若
き
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
期
）
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は
ア
メ
リ
カ
の
デ
ュ
ー
イ
の
考
え
方
も
俎
上
に
乗
せ
ら
れ
て
お
り
、

た
ん
に
ド
イ
ツ
の
思
想
だ
け
で
は
な
く
英
米
の
思
想
を
も
広
く
視
野

に
入
れ
て
考
え
る
と
い
う
、
そ
の
後
に
も
一
貫
す
る
濱
田
先
生
の
姿

勢
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
九
六
四
年
に
は
「
現
代
に
お
け
る
マ
ル

ク
ス
主
義
哲
学
の
一
問
題
」
と
い
っ
た
文
章
を
雑
誌
『
理
想
』
に
書

か
れ
た
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
論
文
で
は
、
労
働
が
「
自
然
そ
の
も
の

の
自
己
実
現
」
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
濱
田
先
生
の
ご
研
究
と
い
う
と
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
常
に

カ
ン
ト
哲
学
を
中
心
に
置
い
て
哲
学
研
究
を
続
け
ら
れ
た
と
言
え
る
。

こ
の
こ
と
は
配
布
さ
れ
た
業
績
一
覧
（
『
哲
学
年
誌
』
第
二
十
四
号

の
一
覧
と
第
三
十
六
号
の
一
覧
補
遺
と
に
さ
ら
に
若
干
追
加
）
に
あ

る
「
論
文
」
を
見
る
と
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
そ
の
最
初
の
論
文
が
「
カ

ン
ト
『
美
と
崇
高
と
の
感
情
に
関
す
る
観
察
』
に
つ
い
て
」
弓
熊
本

大
学
法
文
論
叢
』
一
一
一
号
、
一
九
五
二
年
、
所
収
）
で
あ
る
。
こ
の
テ
ー

マ
は
実
に
二
十
九
年
後
の
研
究
書
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
』
に
ま

で
繋
が
り
、
濱
田
先
生
の
息
の
長
い
研
究
姿
勢
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。

一
九
六
○
年
代
に
濱
田
先
生
が
著
さ
れ
た
カ
ン
ト
研
究
書
は
『
若

き
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
九
六
七
年
出
版
で
、

濱
田
先
生
の
熊
本
時
代
の
ご
研
究
が
反
映
さ
れ
て
い
て
、
し
か
も
日

本
に
お
け
る
「
批
判
期
前
カ
ン
ト
に
関
す
る
最
初
の
系
統
的
・
包
括

的
研
究
」
（
著
者
「
ま
え
が
き
」
参
照
）
に
な
る
。
そ
の
内
容
を
挙
げ

る
と
、
若
き
カ
ン
ト
の
生
い
立
ち
と
そ
の
時
代
、
一
七
五
○
年
代
の

カ
ン
ト
の
自
然
研
究
や
自
由
意
志
に
つ
い
て
の
見
解
、
六
○
年
代
に

入
っ
て
か
ら
の
カ
ン
ト
に
よ
る
神
の
存
在
証
明
、
人
間
へ
の
カ
ン
ト

の
関
心
の
高
ま
り
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
人
間
へ
の
関

心
に
見
る
哲
学
的
テ
ー
マ
に
は
、
道
徳
感
情
、
美
と
崇
高
の
感
情
お

よ
び
人
間
の
諸
気
質
、
ル
ソ
ー
思
想
の
影
響
、
視
霊
者
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
ボ
ル
ク
お
よ
び
形
而
上
学
、
人
間
の
使
命
な
ど
が
あ
る
。
関
連
す

る
思
想
は
、
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ッ
Ⅱ
ヴ
オ
ル
フ
哲
学
と
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
自

然
科
学
、
さ
ら
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
経
験
論
や
道
徳
感
情
説
、
そ
し
て

ル
ソ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
思
想
家
の
諸
思
想
な
ど
が
幅

広
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

な
お
、
濱
田
先
生
は
本
書
の
「
ま
え
が
き
」
で
三
つ
の
関
心
に
つ

い
て
語
ら
れ
る
。
第
一
は
、
。
若
き
カ
ン
ト
」
を
一
個
の
統
一
的
全

体
と
し
て
、
そ
の
人
間
と
思
想
の
全
き
姿
に
お
い
て
と
ら
え
る
こ
と
」

で
あ
る
。
第
二
は
、
「
で
き
る
だ
け
広
い
思
想
史
的
関
連
の
究
明
」
で

あ
る
。
第
一
一
一
は
、
「
カ
ン
ト
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
根
本
精
神
を
明
ら

か
な
ら
し
め
る
こ
と
」
で
あ
る
。
こ
の
第
一
一
一
の
関
心
に
は
、
さ
ら
に
「
そ

も
そ
も
哲
学
と
は
何
で
あ
り
、
何
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
か
を
自
分
自

身
の
課
題
と
し
て
問
お
う
」
と
い
う
こ
と
も
含
ま
れ
て
い
る
と
さ
れ

る
。
こ
の
問
い
に
関
し
て
は
、
本
書
の
最
終
章
「
人
間
の
使
命
」
の

最
終
節
の
表
題
「
知
恵
の
立
場
」
が
一
つ
の
解
答
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
立
場
は
学
識
と
知
恵
と
を
区
別
し
て
、
知
恵
の
立
場
に
哲
学
の

本
来
の
あ
り
方
を
求
め
る
と
い
う
、
批
判
期
前
の
カ
ン
ト
が
行
き
着

い
た
地
点
で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
十
二
年
前
の
一
九
五
五
年
に
「
カ

ン
ト
哲
学
の
市
民
的
性
格
」
（
日
本
哲
學
會
『
哲
學
』
、
所
収
）
で
す
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で
に
論
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
濱
田
先
生
が
若
き
カ
ン
ト
の
哲
学
か
ら
受

け
ら
れ
た
重
要
な
示
唆
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
一
九
六

七
年
の
「
人
生
の
意
味
へ
の
問
い
」
や
一
九
六
九
年
の
「
人
間
形
成

と
し
て
の
教
養
」
と
い
っ
た
雑
誌
『
理
想
』
の
掲
載
論
文
へ
と
繋
が

っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一
九
七
三
年
に
法
政
大
学
へ
赴
任
さ
れ
て
か
ら
法
政
大
学
大
学
院

の
濱
田
ゼ
ミ
で
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
を
十
年
か
け
て
講
読
さ
れ
た
。

こ
の
成
果
は
『
純
粋
理
性
批
判
』
出
版
二
百
年
に
あ
た
る
一
九
八
一

年
の
成
立
史
的
研
究
「
純
粋
理
性
批
判
へ
の
道
」
（
雑
誌
『
理
想
』
所

収
）
や
、
時
期
的
に
は
遅
れ
る
が
、
カ
ン
ト
の
理
性
批
判
の
意
味
に

つ
い
て
の
研
究
「
法
廷
と
し
て
の
純
粋
理
性
批
判
」
ｓ
法
政
大
学
文

学
部
紀
要
』
一
九
八
六
年
、
所
収
）
と
な
っ
て
現
れ
る
。

こ
れ
と
並
行
し
て
、
第
二
の
カ
ン
ト
研
究
書
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の

成
立
』
が
一
九
八
一
年
に
出
版
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
一
九
六
九
年
の

日
本
倫
理
学
会
論
集
『
カ
ン
ト
』
の
論
文
「
初
期
カ
ン
ト
と
イ
ギ
リ

ス
道
徳
哲
学
」
や
『
若
き
カ
ン
ト
の
思
想
形
成
』
の
中
の
人
間
へ
の

関
心
に
か
か
わ
る
部
分
の
研
究
を
さ
ら
に
深
め
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
本
書
で
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ッ
Ⅱ
ヴ
オ
ル

フ
の
完
全
性
の
概
念
と
対
立
す
る
ク
ル
ー
ジ
ウ
ス
の
責
務
の
概
念
、

イ
ギ
リ
ス
近
代
倫
理
学
史
上
の
ホ
ッ
ブ
ズ
Ⅱ
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
利
己

二
’
九
七
○
年
代
を
中
心
に
Ｓ
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
』
期
）

説
と
シ
ャ
フ
ッ
ベ
リ
Ⅱ
ハ
チ
ソ
ン
の
利
他
説
を
背
景
と
し
て
、
そ
こ

に
ル
ソ
ー
の
影
響
が
加
わ
る
こ
と
で
、
カ
ン
ト
倫
理
学
が
ど
の
よ
う

に
成
立
を
見
る
か
論
ぜ
ら
れ
る
。
本
書
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
』

で
注
目
さ
れ
る
べ
き
点
は
多
々
あ
る
が
、
と
り
あ
え
ず
次
の
四
点
を

挙
げ
て
お
く
。

第
一
に
、
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
と
カ
ン
ト
と
の
関
係
を
立
ち
入
っ

て
論
ぜ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
ば
補
論
で
は
、
に
ハ
チ
ソ
ン

や
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
カ
ン
ト
と
の
比
較
研
究
が
、
当
時
イ
ギ
リ
ス

で
流
行
し
た
「
批
評
」
や
「
批
判
」
と
い
う
語
句
を
手
が
か
り
に
し

て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
補
論
も
含
め
て
本
書
で
は
、
ま
だ
主
題
的

で
は
な
い
が
、
利
害
関
係
の
な
い
「
注
視
者
」
（
召
の
○
国
盲
）
と
い
う

ハ
チ
ソ
ン
の
概
念
や
、
「
公
平
な
注
視
者
」
と
い
う
ス
ミ
ス
の
概
念
に

注
意
を
促
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
注
意
を
さ
れ
る
濱
田
先
生
ご

自
身
も
ま
た
、
哲
学
の
立
場
が
「
公
平
な
注
視
者
」
の
立
場
で
あ
る

と
考
え
て
お
ら
れ
る
と
言
え
よ
う
。

第
二
に
、
イ
ギ
リ
ス
道
徳
哲
学
に
お
け
る
い
わ
ゆ
る
利
他
説
の
場

合
に
仁
愛
だ
け
が
強
調
さ
れ
る
ば
か
り
か
、
ハ
チ
ソ
ン
に
見
る
よ
う

に
、
自
愛
心
も
ま
た
仁
愛
と
並
ん
で
行
為
の
原
理
と
し
て
認
め
ら
れ

る
こ
と
へ
の
注
意
を
促
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
た
ん

に
利
他
説
だ
け
に
で
は
な
く
利
己
説
に
も
人
間
の
真
実
を
見
る
濱
田

先
生
の
姿
勢
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
し
、
こ
れ
は
カ
ン
ト

の
人
間
観
に
も
通
ず
る
と
思
わ
れ
る
。

第
一
一
一
に
、
カ
ン
ト
倫
理
学
の
根
幹
を
な
す
定
言
命
法
の
成
立
史
的
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研
究
と
し
て
、
ク
ル
ー
ジ
ウ
ス
の
思
想
の
影
響
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
の

先
行
研
究
に
言
及
し
つ
つ
日
本
で
は
じ
め
て
論
じ
ら
れ
た
こ
と
で
あ

る
。
さ
ら
に
本
書
の
本
文
の
最
終
章
で
は
、
一
七
七
○
年
の
カ
ン
ト

の
教
授
就
任
論
文
に
「
普
遍
意
志
の
規
則
」
に
よ
る
純
粋
道
徳
学
の

構
想
を
読
み
取
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

第
四
に
、
カ
ン
ト
の
『
美
と
崇
高
と
の
感
情
に
関
す
る
観
察
』
自

家
用
本
余
白
に
断
片
的
に
書
き
残
さ
れ
た
『
覚
書
』
に
お
け
る
カ
ン

ト
の
思
想
を
、
ラ
テ
ン
語
の
覚
書
も
含
め
て
詳
細
に
分
析
さ
れ
た
こ

と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
日
本
で
は
初
め
の
こ
と
で
あ
り
、
ま

た
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
史
の
か
つ
て
秘

め
ら
れ
て
き
た
部
分
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
従

来
の
濱
田
先
生
の
研
究
か
ら
見
る
と
、
カ
ン
ト
の
思
想
を
イ
ギ
リ
ス

道
徳
哲
学
や
ド
イ
ツ
啓
蒙
思
想
や
ル
ソ
ー
の
思
想
と
比
較
す
る
比

較
思
想
的
な
観
点
で
の
研
究
が
ず
っ
と
詳
細
に
為
さ
れ
て
い
る
点

が
注
目
さ
れ
る
。

他
に
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
』
に
は
入
っ
て
い
な
い
カ
ン
ト
研

究
も
存
在
す
る
。
法
政
大
学
に
ご
着
任
後
の
一
九
七
四
年
に
『
文
学

部
紀
要
』
で
カ
ン
ト
の
人
格
概
念
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
も
の
や
、

同
年
の
日
本
倫
理
学
会
論
集
『
人
格
』
で
ホ
ッ
ブ
ズ
と
ロ
ッ
ク
の
人
格

概
念
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
た
論
文
が
あ
る
。
ま
た
同
年
に
雑
誌
『
理

想
』
で
「
カ
ン
ト
に
お
け
る
人
間
の
自
覚
」
と
い
う
表
題
で
カ
ン
ト

の
「
根
源
的
統
覚
」
と
い
う
概
念
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
一

九
七
七
年
の
日
本
倫
理
学
会
論
集
『
良
心
』
で
は
「
近
代
イ
ギ
リ
ス

濱
田
先
生
の
第
三
の
研
究
書
は
『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
で
あ
る
。

こ
れ
は
法
政
大
学
文
学
部
ご
退
職
後
一
年
ほ
ど
経
っ
て
か
ら
ま
と
め

ら
れ
、
一
九
九
四
年
の
十
一
月
に
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
『
カ
ン
ト

倫
理
学
の
成
立
』
以
降
の
時
期
の
論
文
か
ら
成
っ
て
お
り
、
カ
バ
ー

さ
れ
て
い
る
領
域
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
批
判

期
前
の
カ
ン
ト
の
思
想
か
ら
先
へ
進
み
、
カ
ン
ト
の
一
七
七
○
年
代

に
か
か
わ
る
『
純
粋
理
性
批
判
』
の
成
立
史
的
研
究
、
さ
ら
に
主
と

し
て
『
純
粋
理
性
批
判
』
以
降
の
カ
ン
ト
の
諸
思
想
に
な
る
。

本
書
で
は
第
一
章
で
、
カ
ン
ト
の
生
き
方
の
特
徴
と
し
て
、
学
究

的
性
格
、
複
数
主
義
（
プ
ル
ラ
リ
ス
ム
ス
）
の
立
場
へ
導
く
よ
う
な

開
か
れ
た
心
性
、
世
界
市
民
的
性
格
の
三
点
を
挙
げ
て
論
及
さ
れ
て

い
る
。
こ
れ
ら
一
一
一
点
に
は
濱
田
先
生
ご
自
身
の
立
場
も
見
て
取
れ
る

の
で
は
な
い
か
、
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
他
で
は
、
批
判
期
後
の
カ
ン
ト
哲
学
を
研
究
し
た
も
の
と
し

に
お
け
る
良
心
の
概
念
」
と
し
て
、
バ
ト
ラ
ー
に
ま
で
論
及
さ
れ
て

い
る
点
が
新
し
い
。
’
九
七
九
年
の
日
本
倫
理
学
会
論
集
『
自
然
』

で
は
「
カ
ン
ト
に
お
け
る
自
然
概
念
」
を
カ
ン
ト
の
実
践
哲
学
の
射

程
で
論
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
七
○
年
代
の
も
の
で
あ
り
、
カ

ン
ト
哲
学
に
内
在
的
な
研
究
を
中
心
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
倫
理
思
想
の

研
究
も
な
さ
れ
た
と
言
え
る
。

三
一
九
八
ｏ
年
代
を
中
心
に
（
『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
期
）
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て
は
、
法
廷
と
し
て
の
『
純
粋
理
性
批
判
』
「
善
意
志
」
と
は
何
か

の
研
究
、
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
論
』
と
の
対
比
的
研
究
、
ア
ダ
ム
・
ス

ミ
ス
の
「
注
視
者
」
概
念
と
「
実
践
理
性
」
と
の
比
較
研
究
、
永
遠

平
和
論
に
関
す
る
二
つ
の
研
究
、
最
後
に
人
間
学
に
関
す
る
研
究
、

と
い
う
具
合
で
あ
る
。
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
と
の
対
比
研
究
は
『
カ
ン

ト
倫
理
学
の
成
立
』
の
補
論
を
さ
ら
に
「
公
平
な
注
視
者
」
と
い
う

論
点
に
絞
っ
て
カ
ン
ト
の
「
実
践
理
性
」
と
の
比
較
研
究
を
さ
れ
た

と
言
え
る
。
ま
た
、
人
間
学
に
関
す
る
研
究
で
は
ア
ー
レ
ン
ト
を
引

き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
カ
ン
ト
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
論
に
複
数
主
義
の

立
場
を
読
み
取
ら
れ
る
点
が
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
。

『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
の
な
か
に
キ
ケ
ロ
の
『
義
務
論
』
と
カ

ン
ト
倫
理
学
と
の
対
比
的
研
究
が
あ
る
よ
う
に
、
濱
田
先
生
は
西
洋

古
代
の
倫
理
学
に
対
し
て
も
丁
寧
な
目
配
り
を
さ
れ
る
。
た
と
え
ば

ゼ
ミ
で
は
、
カ
ン
ト
の
》
【
］
長
亘
三
の
概
念
は
遡
れ
ば
ア
リ
ス
ト
テ

レ
ス
の
ご
已
己
ロ
の
号
会
に
由
来
し
、
キ
ヶ
ロ
が
こ
れ
を
ご
目
。
＠
三
口
《

と
ラ
テ
ン
語
訳
し
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
で
は
英
語
の
ご
目
』
＠
口
Ｃ
の
会
と

な
り
、
ド
イ
ツ
語
訳
が
ご
室
長
言
言
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
、
濱
田
先

生
は
カ
ン
ト
の
こ
の
語
に
「
賢
慮
」
や
「
思
慮
」
と
い
う
訳
語
を
用

い
ら
れ
て
》
【
］
長
亘
三
の
も
つ
積
極
的
な
面
に
着
目
さ
れ
て
い
た
。

一
九
八
○
年
代
後
半
に
は
カ
ン
ト
の
平
和
論
に
つ
い
て
の
論
究
が

為
さ
れ
、
雑
誌
『
理
想
』
で
の
「
カ
ン
ト
の
永
久
平
和
論
」
や
法
政

平
和
大
学
で
の
「
カ
ン
ト
の
平
和
論
」
の
講
演
が
見
ら
れ
る
。
濱
田

先
生
は
世
界
市
民
の
注
視
者
的
性
格
の
重
要
性
を
説
か
れ
、
カ
ン
ト

に
見
い
だ
さ
れ
る
世
界
市
民
の
立
場
は
、
国
家
か
ら
離
れ
て
宙
に
浮

い
た
た
ん
な
る
世
界
注
視
者
で
は
な
く
、
「
国
家
市
民
の
立
場
の
徹

底
」
に
よ
っ
て
開
か
れ
る
「
国
家
の
内
部
に
お
け
る
国
家
を
越
え
る

立
場
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

な
お
、
『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
’
九

八
八
年
の
日
本
倫
理
学
会
論
集
『
倫
理
学
と
は
何
か
』
の
論
文
「
倫

理
学
と
は
何
か
」
で
は
、
ホ
ッ
プ
ズ
が
「
デ
カ
ル
ト
の
倫
理
学
再
構

築
の
企
図
」
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た
と
さ
れ
、
カ
ン
ト
倫
理
学
に
お

け
る
格
律
概
念
に
「
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
実
践
知
の
継
承
」
を
見
ら

れ
る
点
な
ど
が
特
筆
で
き
る
。

濱
田
先
生
は
、
日
本
思
想
で
は
和
辻
哲
郎
へ
の
強
い
関
心
を
お
持

ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
大
学
で
の
和
辻
哲
郎
に
よ
る
最
後
の
二
年

間
の
講
義
に
出
席
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
ま
た
法
政
大
学
が

和
辻
哲
郎
と
浅
か
ら
ぬ
縁
を
持
っ
て
い
た
こ
と
に
も
よ
る
と
思
わ
れ

る
。
和
辻
哲
郎
の
生
誕
百
年
に
あ
た
る
一
九
八
九
年
に
濱
田
先
生
は

法
政
哲
学
会
で
講
演
さ
れ
、
こ
れ
が
翌
年
の
『
法
政
哲
学
会
会
報
』

の
「
和
辻
哲
郎
管
見
」
と
な
る
。
こ
の
「
管
見
」
で
は
、
思
想
の
「
源

泉
へ
の
遡
行
」
と
い
う
和
辻
の
研
究
姿
勢
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は

濱
田
先
生
の
研
究
姿
勢
に
も
通
ず
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
長
年
の

あ
い
だ
手
つ
か
ず
に
な
っ
て
い
た
法
政
大
学
図
書
館
の
和
辻
哲
郎
文

庫
を
整
理
さ
れ
、
一
九
九
三
年
に
は
『
和
辻
哲
郎
の
思
想
と
学
問
に

関
す
る
基
礎
的
研
究
』
（
科
研
費
研
究
成
果
報
告
書
）
を
ま
と
め
ら

れ
、
そ
の
中
に
「
和
辻
哲
郎
の
思
想
世
界
」
を
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
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『
カ
ン
ト
哲
学
の
諸
相
』
で
の
研
究
は
、
一
九
九
五
年
に
カ
ン
ト

協
会
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
な
さ
れ
た
提
題
「
カ
ン
ト
と
平
和
の
問
題
」

へ
と
引
き
継
が
れ
、
さ
ら
に
濱
田
先
生
は
一
九
九
九
年
の
同
協
会
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
提
題
「
カ
ン
ト
と
現
代
文
明
」
に
お
い
て
カ
ン
ト

の
歴
史
哲
学
に
つ
い
て
論
及
さ
れ
る
。
ま
た
日
本
思
想
に
関
し
て
も
、

法
政
大
学
文
学
部
ご
退
職
の
前
後
か
ら
和
辻
哲
郎
や
一
一
一
木
清
に
言
及

さ
れ
る
機
会
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
一
九
九
五
年
に
は
三
木
清
の
郷

里
の
龍
野
で
「
三
木
清
の
全
体
像
」
と
い
う
講
演
を
さ
れ
た
。
そ
の

後
も
一
九
九
九
年
に
龍
野
に
三
木
清
研
究
会
が
発
足
し
た
折
に
は

「
市
民
的
哲
学
者
と
し
て
の
三
木
清
」
と
い
う
講
演
を
さ
れ
、
さ
ら
に

研
究
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
、
二
○
○
四
年
に
亡
く
な
ら
れ
る
二
年

前
ま
で
研
究
会
の
毎
年
の
大
会
に
参
加
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
濱
田
先
生
は
法
政
大
学
文
学
部
の
最
終
講
義
で
「
人
間
と

は
何
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
語
ら
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
カ
ン
ト
の

説
く
「
知
恵
に
至
る
た
め
の
三
つ
の
格
律
」
を
強
調
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
そ
の
後
に
濱
田
先
生
が
亡
く
な
ら
れ
る
直
前
ま
で
カ
ン
ト
の
『
人

間
学
』
の
翻
訳
と
詳
細
な
「
訳
注
」
の
作
成
に
打
ち
込
ま
れ
た
こ
と

に
つ
な
が
る
。
残
念
な
が
ら
「
訳
注
」
の
完
成
に
ま
で
は
至
ら
ず
公

に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
訳
注
に
は
カ
ン
ト
の
『
人
間

学
』
に
か
か
わ
る
注
意
が
様
々
な
角
度
か
ら
加
え
ら
れ
て
い
る
。
た

四
最
後
の
十
年
と
全
体
を
振
り
返
っ
て

と
え
ば
カ
ン
ト
と
同
時
代
の
イ
ギ
リ
ス
文
学
か
ら
カ
ン
ト
が
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
、
夏
目
漱
石
の
文
学
論
を
引

き
合
い
に
出
し
て
解
説
さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
濱

田
先
生
ご
自
身
の
人
間
へ
の
深
い
関
心
も
重
ね
合
わ
さ
れ
て
い
る
と

思
わ
れ
る
。

以
上
の
全
体
を
振
り
返
る
と
、
濱
田
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
に
つ
い

て
は
、
’
九
八
一
年
の
第
二
の
研
究
書
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
』

に
至
る
ま
で
は
主
と
し
て
批
判
期
前
の
カ
ン
ト
哲
学
を
中
心
に
成
立

史
的
研
究
を
さ
れ
、
そ
の
後
は
批
判
期
の
カ
ン
ト
倫
理
学
や
政
治
哲

学
の
方
面
に
研
究
の
中
心
を
移
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
間
に

濱
田
先
生
の
カ
ン
ト
研
究
で
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
イ
ギ
リ
ス
思
想

へ
の
目
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
発
表
の
課
題
で
あ
る

濱
田
先
生
の
思
想
形
成
と
い
う
点
で
言
え
ば
、
濱
田
先
生
の
政
治
哲

学
や
倫
理
学
や
人
間
学
の
思
想
は
次
の
よ
う
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
六
七
年
の
段
階
で
は
批
判
期
前
の
カ
ン

ト
が
行
き
着
い
た
知
恵
の
立
場
に
立
た
れ
、
次
の
一
九
八
一
年
の
段

階
で
は
カ
ン
ト
と
ス
ミ
ス
の
比
較
研
究
の
中
で
「
公
平
な
る
注
視
者
」

と
い
う
立
場
を
重
視
さ
れ
、
そ
の
後
の
カ
ン
ト
の
批
判
期
哲
学
を
本

格
的
に
研
究
さ
れ
る
段
階
か
ら
、
と
く
に
カ
ン
ト
の
政
治
思
想
や
人

間
学
に
お
け
る
複
数
主
義
（
プ
ル
ラ
リ
ス
ム
ス
）
的
考
え
方
を
読
み

取
ら
れ
、
こ
れ
を
ご
自
身
の
思
想
と
さ
れ
た
、
と
い
う
三
段
階
に
整

理
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
以
上
の
三

つ
の
立
場
は
順
次
乗
り
換
え
ら
れ
た
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
先
の
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も
の
は
後
の
も
の
と
並
行
し
て
残
っ
て
い
る
し
、
後
の
も
の
は
先
の

も
の
に
萌
芽
的
に
含
ま
れ
て
い
る
、
と
い
う
性
格
の
立
場
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
濱
田
先
生
の
ご
研
究
で
重
点
が
置
か
れ
る
立
場
の
こ
の
よ

う
な
変
遷
は
、
自
己
否
定
的
な
変
化
の
過
程
で
は
な
く
、
地
層
が
積

み
重
な
っ
て
い
く
よ
う
な
重
層
的
な
過
程
で
あ
る
と
言
え
、
濱
田
先

生
は
こ
の
意
味
で
ま
さ
に
一
九
六
二
年
に
論
ぜ
ら
れ
た
認
識
の
「
無

限
の
深
化
拡
大
の
過
程
」
を
地
で
い
か
れ
た
こ
と
に
な
る
の
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
か
。
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